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堀
江
ひ
と
み
県
議
は
、
６
月
県
議
会
の
な
か
で

「
高
齢
者
の
集
団
接
種
を
促
進
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
た
県
庁
で
の
接
種
会
場
を
、
６
４
歳
以
下
の

人
た
ち
に
活
用
で
き
な
い
か
」
と
質
問
し
ま
し

た
。
林
田
医
療
政
策
企
画
監
は「
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
」と
答
弁
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
長
崎
県
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
セ
ン
タ
ー
長
崎
会
場
・
県
庁
で
の
接
種
が
６

県議会議員

堀江ひとみ
市議会議員

内田隆英
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中西あつのぶ
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大石ふみき

事業者向け支援金の申請を
申請期限は8月末です。お急ぎください

県から長崎市に出されていた緊急事態宣

言によって、直接・間接の影響を受け、売上

が減少した事業者に支援を行う中小企業者

等一時金が支給されます。

●申請要件は、４月、５月または６月のいず

れかの月の事業収入が対前年（または前

々年）同月比で２０％以上減少しているこ

と。業種は問いません。

●申請期限 ８月３１日（火）まで

●支給額は月最大１７万５千円

●申請書は市ホームページや地域センターで

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
の
助
成
を

【
大
石
】
現
在
、
個
人
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る
方
に
つ
い
て

は
１
万
５
千
円
か
ら
３
万
円
の
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

こ
に
市
が
支
援
す
る
こ
と
で
い
ち
早
く
陽
性
者
を
保
護
す
る
取

組
に
も
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
。

【
市
民
健
康
部
長
】
自
分
が
感
染
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
、

周
り
の
方
に
う
つ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
感
じ
ら
れ

る
気
持
ち
は
十
分
に
理
解
出
来
ま
す
が
、
検
査
は
適
切
に
行
っ

て
お
り
公
費
負
担
で
行
う
事
は
難
し
い
。

五
輪
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

自
治
体
が
や
る
べ
き
で
な
い

大
石

長
崎
市
で
の
実
施
は
困
難

市
長

【
大
石
】
現
在
、
日
を
追
う
ご
と
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
を
中
止
す
る
自
治
体
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
密
に
な
る
環
境

を
自
治
体
が
率
先
し
て
行
う
事
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
る
が
、

長
崎
市
で
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
行
う
の
か
。

【
市
長
】
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
は
、
密
集
が
生
じ
た
り
、

声
援
の
際
に
飛
沫
が
発
生
す
る
こ
と
で
、
感
染
リ
ス
ク
を
生
む

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
お
き
ま
し
て
は
、
長
崎
市
で
の
開
催
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

６
月
２
８
日
、
長
崎
市
議
会
定
例
会
で
大
石
ふ
み
き
議
員
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

陽
性
で
仕
事
が
で
き
な
く
な
っ
た
人
へ
の
支
援
を

【
大
石
】
現
在
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
方
が
入
院
す
る
と
傷
病

手
当
金
な
ど
の
制
度
が
活
用
で
き
る
が
、
農
業
者
や
漁
業
者
、

自
営
業
の
方
は
対
象
に
な
ら
な
い
。
こ
の
制
度
か
ら
漏
れ
た
方
への

支
援
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
市
民
健
康
部
長
】
国
の
支
援
制
度
を
中
心
に
様
々
な
支
援

メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
現
行
の
支
援
制
度
の
中
で
対
応

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
制
度
を
活
用
し

て
も
尚
困
窮
状
態
と
な
っ
た
場
合
は「
長
崎
市
生
活
支
援
相
談
セ

ン
タ
ー
」
な
ど
困
窮
者
向
け
の
相
談
窓
口
を
案
内
す
る
。

日本共産党は、「人の命より大事な

ものはない。五輪を中止し、コロナ対策

に集中せよ」と訴えています。

安江あや

子党女性

部長も長崎

市内で「五

輪 開 催 が

感染を広げ

ています。

ただちに中止すべき」と訴えました。

お
困
り
ご
と
の
相
談
は
お
気
軽
に

日
本
共
産
党
南
部
地
区
委
員
会

長
崎
市
梁
川
町
５
番
２
０
号

電
話
０
９
５
（
８
６
１
）
５
１
３
３

４
歳
以
下
も
対
象
と
な
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い
接

種
期
間
が
１
０
月
８
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。
市

町
か
ら
送
付
さ
れ
た
接
種
券
を
お
持
ち
の
方
で

す
。
た
だ
ワ
ク
チ
ン
配
送
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、

新
規
予
約
受
付
に
つ
い
て
は
、「
長
崎
県
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
電
話
番
号
０

５
７
０
（
０
６
５
）
４
７
８
（
受
付
時
間
９
時
～
２
１

時
、
土
日
も
対
応
）へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

妊産婦医療費助成制度の創設を
県保険医協会が陳情

長崎県保険医協会（本田孝也会長）は、中村知事に対

し、妊産婦医療費助成制度の創設に関する６項目の要望を

行い、１万３千人を超す子育て世代からのアン

ケート回答の結果を、県議会各会派に届けま

した。堀江ひとみ県議は、そうした声を６月県

議会・文教厚生委員会でとりあげました。

【堀江】アンケートによれば全体の約６割が、医療費の自

己負担について「非常に高い」「高い」と回答。寄せられた声

では、「妊婦健診、エコー検査、産休取得のための証明書発

行、母子手帳をもらう前にも何度も受診しましたが、それらは

すべて自己負担です。新しい命を生み出すことの喜びはも

ちろん大きいのですが、経済的負担がありすぎて、これでは

少子化がすすむのもムリはないと思います」など切実です。

制度を創設することへの見解は。

【平川こども家庭課長】県の厳しい財政状況は、ご承知

のとおりかと思いますけれども、それに加えまして医療費助

成につきましては、全国どこに住んでいても、同じ条件で医

療が受けられることが望ましいことから、国において手当をし

ていただくものと考えております。今回のご要望に関しては、

きちんとお話をお聞きして、何ができるか考えてまいりたい。



市
議
会

「
下
着
も
靴
下
も
靴
も
白
」「
眉
毛
を
整
え
る
の
は
ダ
メ
」

理
不
尽
な
校
則
の
見
直
し
さ
ら
に
求
め
る

２
月
の
代
表
質
問
で
中
西
市
議
が
指
摘
し
た
校
則
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
６
月
定
例
会
で
、
大
石
ふ
み
き
市
議
が
質
問
し
ま
し
た
。

２
月
の
答
弁
で
教
育
長
は
、「
３
月
８
日
に
積
極
的
に
見
直
す
よ
う
通
知

を
出
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
あ
る
学
校
で
、

母
親
が
眉
毛
が
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
子
ど
も
の
眉
を
常
識
の
範

囲
内
で
整
え
て
あ
げ
た
こ
と
が「
眉
そ
り
行
為
」
の
校
則
違
反
と
さ
れ
、
そ

の
処
分
が
妥
当
か
ど
う
か
の
相
談
が
共
産
党
市
議
団
に
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。大

石
ふ
み
き
市
議
は
相
談
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
現
在
の
校
則
見
直

し
の
進
捗
状
況
を
質
問
。
教
育
長
は
、「
現
在
、
市
立
の
中
学
校
、
高
校
の

約
７
割
で
定
期
的
な
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
」
と
し
、「
７
月
の
生
徒
総
会

で
さ
ら
に
進
む
見
通
し
で
あ
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
共
産
党
市
議
団
の
調
査
で
は
、
現
在
で
も
校
則
に
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

○
髪
を
結
ぶ
高
さ
は
耳
よ
り
下
で
結
ぶ
（
女
子
）

○
び
ん
は
耳
の
半
分
に
す
る
、横
の
髪
は
耳
に
か
か
ら
な
い
（
男
子
）

○
ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
は
認
め
な
い

○
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
は
肌
色
か
透
明

○
靴
下
の
色
は
白
、シ
ャ
ツ
の
下
は
白
の
下
着

こ
の
様
に
、
こ
ど
も
の
権
利
を
奪
う
よ
う
な
校
則
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
教
育
長
は「
校
則
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
こ
ど
も
の
権
利

を
尊
重
し
つ
つ
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
答
弁
。
大
石
ふ
み
き
市
議
は
、

今
後
、「
中
学
生
議
会
」
の
テ
ー
マ
と
し
て
も
検
討
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

県議会の離島・半島地域振興特別委員会で堀江ひとみ県議は、「半島地域の観光振興、恐竜博物

館を中核とした野母崎地区の観光まちづくり」について質問しました。

乗り継ぎでバスを待たなくてはならないのは、地元住民、高齢者に耐えがたい

【堀江】路線バスで野母崎樺島線が、４月より日中の直通便がなくなったことに対して住民より、

見直しを求める声が寄せられている。「これから梅雨時の雨天や真夏日の炎天下など、一年を通じ

て乗り継ぎでバスを待たなくてはならないのは、地元住民、特に高齢者には耐えがたい」などの新

聞投書も掲載されている。直通便を検討する考えはないか。

【小川交通政策課長】利用者の実態に応じて、将来的に維持可能な公共交通体系を築くとい

うことで事業者とも調整をされて、今年４月から旧三和支所のところで、乗継便による運行を始めた

と、長崎市より報告を受けている。今後、注視してまいりたい。

直通便は、観光振興としても必要ではないか

【堀江】長崎市野母崎地区の恐竜博物館は、今年１０月２９日開館予定、年間１２万人の来館者

を目指していると聞いている。直通便は、地域住民だけでなく、恐竜博物館、野母崎恐竜パークへ

の観光振興からも、必要ではないか。

【村山地域振興部政策監】もともと県の亜熱帯植物園があって、その閉園に伴って、地域の観

光拠点として長崎市が整備を進めてきた施設である。野母崎地区にとどまらず、長崎市の南部地

域を広く拠点とした交流地域となり得ると考えており、路線バスについては、長崎市も計画があるこ

とですので、長崎県としてしっかり事実をうけとめながら、検討をすすめてまいりたい。

校則の見直し､掲示板への補助、野母崎の直通バスの復活…

内田隆英市議は一般質問で、自治会掲示板作成

時の市の補助金の引き上げを求めました。

現在、自治会掲示板を新規作成した場合、１３万円

から２０数万円かかります。そのうち市の補助は、作成

費の５０％。上限は５万円までと

なっています。

内田市議は、ある自治会掲示

板の写真を示し、１３万円の掲示

板を作っても、自治会持ち出し

が８万円になります。掲示されて

いるのはほぼ市の広報であり、も

っと市の補助金額の割合を高め、自治会負担をな

くすことを求めました。

担当部長は、「平成６年度創設時から平成９年

度までは､補助率３分の１で上限額を３万円として

いたが、平成１０年度から補助率２分の１で上限額

を５万円としている。現在の補助金でおおむね充

足している」と引き上げに応じない態度でした。

内田市議は、 補助率と金額を上げたことは評価

するが、改正してからすでに２０年以上たっている、

いまの社会状況に合わせた補助金にすべきと、補

助率と金額の引き上げを改めて求めました。

県立高校（全日制５５校、定時制１０校、通信制２校、計６７校）では、２０２０年度より性別で分

けない名簿（男女混合名簿）が、すべての学校すべての学年で使用されています。２０１９年度は

５２校・７７％が男女混合名簿を使用していない現状でした。一気に１００％の使用となりました。

堀江ひとみ県議の質問に県教委は、「公立小・中学校は調査中」と答弁しました。

男女混合名簿は堀江県議が市議時代から一貫して求めてきたものです。


